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過去の冬期集中学習に参加した人たちの感想 
生徒の声を原文のまま載せました。表記が多少おかしなところもありますがリアルな声をお聞き下さい。 

 

中 3  男子  （滝ノ水中学校 ⇒向陽高校合格） 
私はこの冬期集中学習でたくさんのことが変化して、自分でやっと三年生になったことを

自覚した瞬間でもあった。 冬期集中学習前、私はあまり勉強をせずテレビなどを見たり、楽

な道にどんどんと行っていた。しかし、いざ冬期集中学習が始まると、やっと自分も火がつい

た瞬間だった。そしてこの講習が始まると同時に毎日のようにグリーンセミナーに自習に行

くようになり、いつもの三倍近く勉強がはかどり、だんだんと高校入試の準備をやっていた。

そして、この冬期集中学習の最終日、今自分の心や頭には、たくさんの変化があったせいか、集中力もたか

まり、問題を読んだら、すぐ答えが出てくるようになったし、学年末テストの準備もできて、私立高校の入

試では自分の目標点がとれるように、これからもこの冬期集中学習で学んだことをしっかりと継続してい

きたいと思いました。  

 

中 3  女子  （滝ノ水中学校 ⇒昭和高校合格） 
私はこの講習で、家庭での勉強時間が増えた。前は１時間も続かなかったのが、最低３時間は机に向かえ

るようになった。これは少しだが、「進歩」したと言える。 それに、この講習を受けたことで、私は勉強方

法が分かった。どうしたら範囲のないテスト（模試や入試の過去問）で点が取れ、自分のためになる勉強が

できるのかが疑問だった。けれども、グリーンセミナーに来てから素直にできる自分になることができた。

やはり、この塾に来れて幸せだ。私が幸せになれたのはやはり、親がいてくれてのことだ。

私は今親に感謝している。というより、「できている。」と言ったほうが良いだろう。 やはり

私は、この塾に入って、自分を変化させることができた。けれども、これからもっと自分を

進化させていきたい。そのためにはもっと素直になり、もっといろいろな事を経験すること

が重要だ。私は絶対に諦めたくない。自分の夢を叶えたい。だからこそ、小さなことから始

めていきたい。 

  

中 3  男子  （滝ノ水中学校 ⇒名古屋南高校合格） 
この講習の僕の目的は、学年末テストでいい得点をとるためにがんばるという、目標でした。僕はこの講

習がなかったらこんな力がつかなかったと思います。勉強時間が 8 ０時間を越えていて自分でも驚いてい

ます。『新研究』は 2 回解き終わりました。講習に来て、参加する前に比べたらできている事が、増えてい

ると思います。また、参加させてくれたお母さん。指導してくださった先生方がいなければ、こんな成果は

なかったと思います。ありがとうございました。僕は学年末テストでいい点がとれるようがんばります。 

  

中 3  女子  （滝ノ水中学校 ⇒桜台高校合格） 
１日８時間は勉強しよう。冬休み前に思った。しかし、その時は本当に自分ができるのか、

と不安だった。 自分は本当に「受験生」になれるのか、と心配な気持ちで冬期集中学習期に

参加した。初日は３時間ほどの授業で体力の限界がきてしまった。二日目。初日よりは体力

に余裕があった。それを繰り返していくうちに、１時間、２時間･･･と勉強時間を増やすこと

ができるようになっていった。目標としていた「８時間」も、１週間で達成した。それから

は約半日、勉強漬け。 １日に８時間も勉強するには、ライバルがいなければできない。グリーンセミナー

の全員からはやる気が感じられる。負けたくない、そう思うと自然とやる気が出る。そんなライバルに、感

謝したい。 この冬を通して私はやっと「受験生」になれたと思う。今までにない、充実した冬休みを送る

ことができました。 

 

中２ 男子   （滝ノ水中学校 ⇒緑高校合格） 

「３年生の先輩たちががんばっている姿を見て、ぼくもがんばらないと…と思いました。問題集を自分で解

き、まちがえたところを先生がていねいに教えてくれました。１年生のときはサボっていたので、きちんと

できていないところが多かったのを自覚して、今回ようやくわかった感じがしました。３学期は、テストで

１５点上がりました。」 
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どこよりも厳しい志望校別【中 3 冬期集中学習】 
 

グリーンセミナーでは、下記の日程で入試対策を行います。 

    

第１志望校に“失敗しない”勉強法とは！？ 
 

受験生が不合格になる理由は、大きく分けて２つあります。 

①勉強時間が足りない  ②勉強法を間違えている 
 

この２つの壁さえ越えることができれば、合格を掴むことができます。 

受験を難しく考える必要はありません。正しい勉強法を学んで、必要な量

の勉強をすればいいのです。 

勉強量を増やすという点において大事なのは、勉強せざるを得ない環境に

身を置くことです。人はどうしても、自分だけで勉強していると甘えが出ま

す。これは人間であれば誰もが持っている習性で努力ではどうこうするのはなかなか難しいので

す。気持ちをしっかりと持って取り組もうとしても、「どうしても長時間は続かない…」「どうし

てもやる気が出ない…」ということになると思います。自分で自分をコントロールするのではなく

学習する環境を上手に利用して、環境にコントロールしてもらうのです。 

ＴＶ・ゲーム・漫画・ＳＮＳ・音楽などの誘惑を断ち 

集中して勉強せざるを得ない環境に身を置く!! 
授業中は静かに勉強しています。それはなぜか？答えは、勉強せざるを得ない環境に身を置いて

いるからです。ただ、「授業」というシステムそれ自体のみに依存してしまうと成績は上がりませ

んから、「授業」という環境で自分をコントロールすることは得策であるとは言えません。 

勉強せざるを得ない環境に身をおくことができる、そんな最適な学習環境をグリーンセミナーが

この冬期集中学習で提供します。 

 

 

年 月 日 定期テスト※1･入試日程 グリーンセミナーの授業と対策講習 

2023 

11 16～20  2 学期期末テスト  2 学期期末テスト対策講習 

12 22～ 中学校冬季休業  

 

 

 

中学履修範囲の授業終了 

全県模試※2 

2024 

1 
16 

23･24･25 

私立高校推薦入試 

私立高校一般入試 
 

入試対策 

2 
6 

22 

公立高校推薦検査 

公立高校一般学力検査 
  

3 9 合格発表   

 

※1 定期テスト日程は、学校により違い又は変更もありますので、日程の確認をお願いします。 

※2 冬期集中学習中に行われる全県模試は、解答用紙がマークシートになります。 

 ̧ 公立高校入試対策 

 ̧ 3 年総合テスト対策 

 ̧ 3 年の復習 

 ̧ 応用問題 

 ̧ 私立高校入試対策 
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グリーンセミナーの【中３冬期集中学習】 
  

「第 1 志望校に合格させる!! 」という意気込みで、厳しく丁寧に指導いたします。 
 

志望校の入試傾向の分析や合格ラインは、高校受験を専門としている塾でないとわかりません。 

中３の２学期期末テスト終了後から高校受験までの期間は、志望校に合わせた個別の受験指導が必

要です。グリーンセミナーでは現在の学力を分析し、一人ひとりの受験勉強の課題を明確にします。

これは少人数制できめ細かい指導を行うグリーンセミナーだからこそできることです。 
 

受験勉強のポイント 
 

高校入試で実力を 100％発揮するには、次の点が重要なポイントになります。 

❖公立高校対策：やさしい問題から積み上げて、志望校の合格点をクリアする練習をすること。 

❖私立高校対策：学校別の問題なので、その入試傾向と合格点に沿った勉強をすること。 

❖過去問対策：過去問で合格ラインを超えられるように勉強を絞り込んで行うこと。 

そこで、次の 5 点を目標・目的とします。 

①一人ひとりの志望する高校によって、合格ラインが異なります。その対策を指導します。 

②現時点の力で、志望校の合格点を取れる問題の取捨選択と解き方を習得します。 

③入試過去問を 5 年分挑戦し、入試傾向を把握し、入試問題の解き方をマスターします。 

④合格点をより確実に取るために、弱点を見つけ、間違えた問題の単元を復習するやり方を指導し

ます。 

⑤高校入試の本番に必要な集中力・持続力身に付けるため、本番と同じような状況で過去問を解く

よう指導します。 
 

冬期集中学習の流れと過去問の取り組み方 
 

高校入試日程から逆算して、2 学期期末テスト後の 11 月下旬から冬期集中学習を開始します。

個人の進度に合わせて、以下の流れで行います。 

① 「マイペース」または「新研究」を仕上げる 

まずは中学 3 年間の復習を終えること。早く過去問を取り組めるようコツコツ進めて下さい。 

② 高校入試過去問に挑戦  

  過去問の取り組み方 

❶志望校の過去問を１年分(５教科)解きます。 

   公立高校の入試は１教科 45 分、私立高校の入試は １教科 40 分で行われるので、その時間内

に解くことを意識して取り組みます。 

❷過去問終了後すぐに採点をして、教科ごとに目標合格点と比較分析します。 

  ❸まちがえた問題を○(ケアレスミス)・△(合格に必要)・×(捨てる)に分けます。 

❹合格に必要な単元・問題を指定します。合格ラインを超えた難しい問題(×)は解かずに切り 

捨てて、その時間を他の問題を解く時間に当てるよう時間配分を個別に指導します。 

❺解説を読み、ミスで落とした問題(○)を解説なしで、自分でやり直します。 

   得点すべき問題(△)の解説は講師が行い、同様の問題が出たら解けるようにします。 

  ❻自宅で、間違えた単元を含むすべての問題集(教科書・学校や塾の問題集)を解き直す。 

※自宅での勉強は、間違えた問題の単元をすべてやり直すことです。この復習が 1 番大事です。 

教科書や資料集、学校の問題集・塾の問題集、テストなどを使って、解き直しをして下さい。 

③ 高校入試対策の仕上げ（過去問の直し・類題演習など最終確認）  



4 

꜠♣ ∕Ύ ͯΑ 3͜ ΉΕϚϫ 

 

 高校入試で失敗しないために、次の３つのコツを押さえて、残りの時間を大切に 

使って下さい 

 

①やさしい問題から、確実に得点を積み上げる!! 
 入試では、簡単な問題から難しい問題まで、まんべんなく出題されます。いつも、生徒の意識は、難しい問

題に向きがちです。実際、間違いの 87 ％はやさしい問題でミスをして点を落としています。 

 

●私立高校では、特進科でも７０％取れれば合格です。 

●公立高校では、内申点も絡んできますが、トップ校でも９５％で合格です。 

 

 自分にとって、やさしい問題から積み上げて得点することが志望校合格への近道です。 

難しい問題というのは、生徒によって異なります。この時期になれば、一般的な難易度ではなく、あな

たにとっての難易度でどれを捨てて、どれを確実に身につけるべきかを決めていく必要があります。 

 

②２０％切り捨てる問題を決めて、８０％に集中する!! 
 そのためには、合格点が取れる範囲に絞り込み、難しい問題を思い切って捨ててしまうことです。た

とえば、７０％取れれば合格できる人は、確実に７５％を取れるように勉強しましょう。そして、思い

切って、数学の最後の問題は解かずに捨ててしまうのです。難しい問題も、やさしい問題も、公立高校

の入試では配点は同じです。（何点取れば、どの高校の合格ラインを越えられるかは、個別に講座の中で

説明します。内申点と得意不得意の教科などを考慮する必要があります。） 

 

難しい問題ができるようになるには、やさしい問題をできるようにするより何倍も時間がかかり、しか

も残りの時間で確実にできるようになる保証はありません。逆に、あえて難しい問題を２０％捨てるこ

とによって、試験に時間的・精神的ゆとりができます。落ち着いて解く時間ができます。また、ミスを

なくすための見直しの時間が取れるようになります。この効果は大きいです。 

 

③間違えた問題を○・△・×に分類→△を完璧に!! 
 自分のレベルに合わせて、間違えた問題を次の３つのランク別に問題を分けます。 

 

この△の問題に集中して、教科書を見直し、今までの問題を解き直すのです。高校入試では、前から順

に解く必要はありません。合格点をクリアすればよいのですから、点のとりやすい問題から解くのが、

合格している人が共通してやっている勉強法です。新しく問題集を買う必要はありません。 

 

  

あなたが志望校に合格して、最高の笑顔で報告をしてくれる日を

楽しみにしています♪ 

 

 

 

 
 

ʙАКϖ ɄɄɄ ΧλΑΎͥΌ Εἶ ГЀВɁІϠͯ΄αɀ͵ͨάβ ͵Ɂ 

ʠАКϖ ɄɄɄ ͯͤ͜ɀꞋẨГЀВΒ ΎɀḼΏͣ ΎͥγГЀВɁʧͫͫΒ 

ɽАКϖ ɄɄɄ ᵚ♣κ ͵ ΕΧͤṯͩδΗΰ͜ ГЀВɁ ΌΌΰ͜ Ɂ 

ʙΏʠΕ κ͵ΠΌ ͪ΄╦Ύɀ Ἒ͚ͤδΗ β ΨɁ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12mm4h12t/EXP=1381899857;_ylt=A7dPeCnQzFxSJ38Ad7qU3uV7/*-http:/www.misaki.rdy.jp/illust/child/gakkou/juken/clipart/303.gif
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中３冬期集中学習実施要綱  

 

校 舎 グリーンセミナー 姥子山校 
 

コース  ①「70 時間コース」国公立高校志望者向け  国公立合格ラインを目指す  

②「60 時間コース」私立高校一般受験者向け 基本強化～高校別入試傾向対策  

③「50 時間コース」私立高校専願者向け   基本強化 
  

内 容 まとめの問題集による総復習、国公私立高校過去問対策(過去問の合格 ライン・学習法・ 

間違い直し・解説) ※個人の進度により内容は異なります。 
 

期 間 次の日程のすべてを行います。 

70 60 50  

MON  TUE  WED THU  FRI  SAT   

11/20 21 22   23 祝日 24 県民の祝日 25 26 

     ①10:00～18:00  

     ②10:00～18:00  
     

③10:00～15:00  

27 28 29 30 12/1 2 3 

     ①10:00～18:00  

     ②13:00～18:00   

     ③13:00～18:00  

4 5 6 7 8 9 10 

     ①10:00～18:00   

     ②13:00～18:00  

         ③13:00～18:00   

11 12 13 14 15 16 17 

     ①10:00～18:00   

     ②13:00～18:00  

     ③13:00～18:00  

18  19  20 21 22 授業終了 23  24 全県模試 

    ①13:00～18:00    

    ②13:00～18:00 休み  

    ③13:00～18:00   

25 26 27 28 29 30 31 

①10:00～18:00 ①10:00～18:00 ①10:00～18:00         

②10:00～18:00 ②10:00～18:00 ②10:00～18:00 休み 休み 休み 休み 

③13:00～18:00 ③13:00～18:00 ③13:00～18:00         

1/1 2   3 4 5  6   7 

         ①10:00～18:00  

休み 休み 休み 休み 休み ②13:00～18:00  

     ③13:00～18:00  

8 祝日授業開始 9 始業式 10 11 12 13   14 

①10:00～18:00     ①10:00～12:00  

②13:00～18:00     ②10:00～12:00  

③13:00～18:00     ③10:00～12:00  
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受講料 「70 時間コース(国公立高校志望者向け)」   101,640 円 

「60 時間コース(私立高校一般受験者向け)」  90,750 円 

「50 時間コース(私立高校専願者向け)」     78,650 円 

※価格は税込です。 

※内訳＝①指導料＋②プリント代（テキスト代） 

※お渡しするプリントやテキストは、お子様によって異なります。ご了承下さい。 

 

申込み方法 グリーンセミナー 本部 ０１２０－３７－６７３３へお電話下さい。 

（受付時間：平日(月～金)13 時～20 時、祝日 13 時～18 時） 

面談の日時を決めさせて頂きます。 

申込締切 １１月 １７日（金）１８時まで 
 

 

支払い方法 

・面談後、日程のお知らせと共にゆうちょ銀行の振込用紙をご自宅へ送付します。 

 ・現金でのお支払いをご希望の方は、封筒をお渡しします。 

 

持ち物 (1) まとめの問題集『マイペース』『新研究』等とノート           

    (2) 過去問題集（私立高校・公立高校） 

    (3) 筆記用具 

 

教 材【私立第１志望】受験校の『過去問題集』を各自で購入して 

    下さい。→「東京学参」出版の青い本がお勧め(解説が丁寧)です。 

   ※中学校での三者面談で決定した後、最新版をご購入下さい。 

【公立第 1 志望】『愛知県公立高等学校過去問 2024 年度受験用』   

を使います。早く終了した方は、過去 20 年間にわたる 5 教科の入試 

で出された問題のパターン学習を行います。 

※公立高校志望の方も、私立高校の『過去問題集』を、受験する学校 

分を購入して下さい。3 校受験の場合は 3 冊ご用意下さい。 

 

昼 食 冬期集中学習期間中の昼食については、ご自宅に帰られても 

 

 

全県模試 １２月２４日（日）指定会場受験で実施 

   ※中学最後の模試です。公立で迷っている方は、最後の判断材料となります。 

※受験料 4,200 円（税込） 詳細は、本部までお問い合わせ下さい。 

申込締切 11 月 24 日(金）18 時です。 

※成績資料は 1 月下旬に出ます。（成績資料速報版は 1 月中旬より塾で閲覧のみ可能です。） 

 

★塾は 12 月 28 日(木)～1 月 5 日(金)まで年末年始休業になります。 

 お休み中もまとめ問題集や過去問を進めて下さい。 

  

★「公立入試直前講習」 

公立高校入試の日程 2 月 22 日(木)に合わせて直前講習を行う予定です。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12mm4h12t/EXP=1381899857;_ylt=A7dPeCnQzFxSJ38Ad7qU3uV7/*-http:/www.misaki.rdy.jp/illust/child/gakkou/juken/clipart/303.gif
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中学 1・2 年生の冬期集中学習 
  

Q.なぜ学校が休みなのに勉強する必要があるのですか？ 

A.３学期で差ができる! 
 

２学期終了時点までの学力を、３学期が始まるまでキープできれば良いのです

が、実際はそうなりません。頭が「リセット」されてしまうのです！記憶は、筋

肉と同じく、「使うほど強くなり、使わないと弱くなる」法則に従っています。 
中学生が受験する「全県模試」では、高校入試で出題される問題に似せて作っ

た実力問題が出題されます。その問題が解けるレベルまで学力を引き上げておかないと、せっかく

習っても点数には結びつかず、中途半端な知識で終わってしまいます。学力を回復するためには、

実に多大なる時間とエネルギーを要します。スポーツの世界では、「１日休んだら、それを取り戻す

のに３日かかる」と言われています。元に戻るのに莫大な時間と勉強量とエネルギーが必要になる

のです。それよりも、少しずつでも続けることでそれが維持できるのであれば、苦労は少ないほう

がいいですよね。 
Q.冬期集中学習はどれくらい大切なのですか？ 

A.質的に、1年間で１番内容が濃い! 
 

 この【冬期集中学習】は、１年間で習う単元の中で、１番重

要な単元が多く詰まっています。次の学年につながる重要な

単元の内容は、２学期までにほぼ終わっています。次の学年の

土台となる要素ですので、これをクリアしていないと、授業に

ついていけなくなってしまいます。 

Q.冬期集中学習での目標は？ 

A.２学期の学習内容を徹底復習!理解を深め、学力を定着させる!! 
 

2学期に習った内容を完全理解・定着を目指し、その範囲での公立高校入試を制覇してしまうまで

レベルUPさせることが目標です。「習ったことは、その日のうちに復習する！」「２学期」に習った

ことは、「２学期」のうちに復習！それができれば、定期テスト前は学習内容をグッと深く掘り下げ

ることができます。【本当の勉強】とは、「自分の力で解けるようになること」だけではなく、「速く

正確に解けること」、「入試問題レベルまで解けるようになること」なのです。このレベルに達する

までを目標として下さい。 
    

ЄϊКϯΕΦΏΩʦḈ ʦẬ ( ͠Ꞌηͻ)ʦΦΆͤ͜ ͯ 

 

①ЄϊКϯΕΦΏΩは、「重要なポイント」の復習と整理です。 

「覚えておくポイント」を確認して、頭の中を整理し直します。自分の理解が正しければ自信にな

りますし、もし間違っていても「解決できて良かった」と前向きにとらえます。積極的に質問をし

て下さい。どんな基本的なことでも、疑問があったらドンドン聞きましょう。そのための塾なので

すから。 

②Ḉ は、教科書などを何も見ないでまず取り組んでみましょう。 

授業で理解した「知識」を演習問題に沿って考えて、確実に自分のものにするチャンスです。まず

「覚えている」or「覚えていない」を分け、「解ける」or「解けない」を分けます。 

③Ậ ( ͠Ꞌηͻ)は、講師がします。 

赤ペンで○×を付けてお返しします。必ず「間違い直し」をしましょう。 

④ΦΆͤ͜ ͯが、１番大事です。間違い直しのときは、教科書などで調べても構いません。「間違

い直し」をして、また講師に問題集を提出してください。 

どうしてもわからないときは、「どこ」「なぜ」のポイントを押さえて質問して下さい。 

֩ ρ₆ 120Ƽ  

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1509091103/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2NodS1ueXUtc2hpLnVwLnNlZXNhYS5uZXQvaW1hZ2UvdGVzdF9rZWtrYS5qcGc-/RS=^ADBpp9kVTSizriOlTkhjZQregGBgkY-;_ylt=A2RCKwKflfFZfWsAMRGU3uV7
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中学２年生 コース 
 

中学２年生は、「学問の基礎を積み上げる」学年です。 

2023年度入試から受験に必要な内申点は、中３の１学期と２学期の平均に変わりました。その

ため中３になると学年全体が受験を意識し始め、また内容も難しくなるので成績を上げるのが難

しくなります。ぜひこの冬休みを活かして、基礎力の徹底強化をしておきましょう。基礎が固ま

っている人ほど大きく伸びます。中２の３学期は大きく成績を上げるチャンスです。また、公立

高校の入試問題は基本的な問題も多く、私立入試でも必ずとらなければならない問題が多いで

す。今のうちに基本をマスターしておけば早く仕上げることができ、その時間を応用問題に費や

すことができてレベルアップを図れます。 

 英 語  ①英単語 ②英文法 ③長文読解に取り組みます。英語の実力養成です。 

●英単語を覚えるコツは、(1)つづり (2)発音・アクセント (3)品詞 (4)日本語訳 を眼で見て

確認しながら、声に出して読み、手で書いて練習することです。単語力は必須です。学校の内容

だけにとらわれず、ドンドン先へ進みましょう。特に、品詞は高校の英語で大活躍します。 

●英文法は、「be動詞の過去形」「過去進行形」「to不定詞」「助動詞」「接続詞」「比較」を習いまし

た。まずは、それらを使いこなせるようにパターン練習をしましょう。 

 数 学  ①基本内容の確認 ②応用問題・高校入試問題 に挑戦します。 

●高校入試には、中学２年生までの学習内容から多数出題されます。方程式の文章題と一次関数

は、毎年出題されている最重要単元です。確実に得点しなければならない単元です。まずは、基

本を復習し、理解しているか確認します。 

●応用問題・高校入試問題 （基本を理解定着されてからの目標になります） 

 一つの方程式で解けない問題は、細かく分ければ解けます。式を解くだけでなく「分けて考える」 

こと、そして「ゴールからさかのぼって考える」証明など、必要なことだけを導き出す筋道や考

え方である【数学的思考法】をお伝えします。割合や食塩水の問題や速さ・時間・距離の問題な

ど、多くの人が苦手です。理解するのが難しいからです。苦手だから差がつきます。 

 

中学１年生 コース 

 

中学１年生は、「学問の基礎を作る」学年です。この時期に、英語と数学 

を得意にした人は、高確率で中学 3 年生まで、そのまま良い成績が継続します。  

 英 語  ①英単語 ②英文法 に取り組みます。基本の徹底養成です。 

●英単語を覚えるコツは、(1)つづり(2)発音・アクセント(3)品詞(4)日本語訳です。 

英検５級(中１レベル)で必要な単語数は約600語なので、この冬休みに英検５級合格ラインの単

語数を覚えることを目指してみましょう。 

●英文法のポイントは３つです。(1)基本文(2)疑問文とそのYES／NOの答え方(3)否定文 

英文法は、長文読解のために必要です。長文読解は、相手の気持ちを読み取りコミュニケーショ

ンをとるための練習です。相手が言いたいことを正確に捉えましょう。 

英語では、日本語の文法にない「三単元の-s」や「複数形」や「現在進行形」を学習します。 

論理的に筋道を立てて理解が必要で、表現方法を丸暗記するだけでは通用しないので、考え方を

くり返し聞き、深い理解ができるように再度ポイントを復習します。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=136reiisp/EXP=1381906358;_ylt=A7dPeBs25lxSLDgA.hGU3uV7/*-http:/image.pixta.jp/graphic/blog/85/5c72593981269594484e4060e1bbfbd2_295
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 数 学  ①計算力の強化 ②基本的な内容理解の確認 ③応用問題・文章問題 を行います。 

●計算力は次の３つに気をつけましょう。（←ケアレスミスが多い人は、ココからです） 

(１)字を美しく書く → いくら答えが正しくても読めない字は×です。 

(２)正確に解く → 解き方を知っていても、正確に解けないと◎はもらえません。 

(３)スピード → もちろん時間内にすべて解き終えないと点数には結びつきません。 

●多くのお子様がつまずく単元は（１）文字式（２）一次方程式 (３)比例・反比例です。 

一つひとつは簡単に見えますが、最後にはミックスされて出題されます。特に文章問題の苦手な

人にとって、「応用問題＝文章題」であると考えています。その通りです。しかし、何も難しいこ

とはありません。パターンが決まっています。まずは、パターンとして覚えればよいのです。 

●応用問題・文章問題 （基本を理解定着されてからの目標になります） 

食塩水の問題や速さ・時間・距離の問題など理解するのが難しいです。さらに中学２年生の連立

方程式では、応用・発展して習うことになります。ここでつまずかないように、完全マスターを

目指し、数学を得意分野にしよう！ 

中学１～２年生の国語・理科・社会  

 

「日本語を毎日使っているから大丈夫」と思っている国語も、実は日常生活にお

いて感情語や擬音語や擬態語と言ったオノマトペが89％も占めています。そこに

「国語ができない…」という落とし穴がありました。国語も英語と同じく言語の1

つです。学問としての勉強が必要であり、読解のテクニックも存在します。また、

暗記するだけと思われていた「社会」や「理科」でも、意外と苦手としている人が

多いのです。そこで、復習する場として、また勉強のやり方を学ぶ場として、【冬期集中学習】を

利用しましょう。 

 国 語   

長文読解には、15の解き方のルールがあります。そのルールを身につけましょう。 

①字数制限のある場合の答え方 ②○字程度や○字前後の答え方 ③抜き出しと本文中の言葉を

使って答える問題 ④理由を答える解き方 ⑤答え方の文末の決まり ⑥以上・以下・未満の字数

の見つけ方 ⑦指示語の答え方 ⑧選択肢の解き方 ⑨段落わけのコツ ⑩文章の要約 ⑪タイ

トル（表題）の付け方 ⑫言葉の意味を探すとき ⑬空欄を埋めるコツ ⑭たとえや反復などの５

つの表現技法 ⑮問題を解くときの４つのポイント …などです。 

 理 科  

だれでも理科の計算問題が苦手です。中学２年生であれば、「化学変化」や「電流・電圧・回路」

の計算問題。中学１年生であれば、「光・音・力」の単元です。これらは、高校入試に必ず出題さ

れる単元です。ただし、使う知識は小学校で習った「単位当たりの大きさ（割合）」と「比」の２

つだけ。これらをパターン化して類題を解くことで、よくわかり定着できるようになります。もち

ろん、「生物」や「地学」の復習も取り組みます。 

 社 会  

地理・歴史とも、中学２年生までの内容が入試で７割出題されます。つまり、中学１年生からの

内容を復習しておかないと、入試で対応できなくなります。ぜひ、この機会に復習をして、基礎を

固めておきましょう。中学１年生は、歴史や地理の出来事をまとめながら、覚えてみましょう。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=128cl9cfl/EXP=1352192572;_ylt=A3JvW2a7gJdQomIAIN6U3uV7/*-http:/illpop.com/img_illust/scho
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中１・２冬期集中学習実施要綱 
校 舎 グリーンセミナー 姥子山校 

 

教 科 英語・数学・国語・理科・社会（１教科から受講出来ます） 

 

日 程  

  

 

 

 

 

 

 

 

※１教科を２時間×５回で行います。（計１０時間）受講教科数分の時間枠（１教科５か所）を

選び、申込書の時間割に〇を付けてご提出下さい。（教科の割り振りは当塾で行います。） 

※欠席時は、上記の日程の中で他の日時に振替が可能です。（日曜日は除く） 

※冬期集中学習中の自習室はありません。 

 

受講料 （テキスト代・プリント代含む ） 

 
 

 

 

 

申込み方法    

グリーンセミナー 本部 ０１２０－３７－６７３３へお電話下さい。 

（受付時間：平日(月～金)13 時～20 時、祝日 13 時～18 時） 

面談の日時を決めさせて頂きます。 

申込締切 １２月 ８日（金）１８時まで 

支払い方法 

・面談後、日程のお知らせと共にゆうちょ銀行の振込用紙をご自宅へ送付します。 

 ・現金でのお支払いをご希望の方は、封筒をお渡しします。 
   

全県模試  

１２月２３日(土)グリーンセミナー姥子山校で実施 

受験料 4,200 円(税込) です。 

受験を希望される方は、面談時にお申込み下さい。申込締切日は１２月８日（金）１８時です。 

 ※締切後のキャンセルは返金出来ませんのでご注意ください。 

※振替は実施しません。自宅受験になります。 

日程 10:00～12:00 13:00～15:00 15:00～17:00 

12/22(金) ×   

12/25(月)    

12/26(火)    

12/27(水) 
 

  

11/16(土) ×   

11/18(月) ×   

受講料（税込） 

1 教科 15,730 円 

2 教科 30,855 円 

3 教科 45,375 円 
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受講までの流れ 
グリーンセミナー本部（下記）へお電話下さい。ご相談・ご質問など、お気軽にどうぞ。 

↓   

受講校舎にて面談をします。（冬期集中学習内容の説明・確認・問題集の選定） 

※お支払い方法をお選び下さい。 
      ↓ 

【冬期集中学習】の受講料をお支払い下さい。（これで申し込み完了です） 

    ↓ 

１１月２5日(土)中学３年生【冬期集中学習】スタート 
１２月２2日(金)中学１・２年生【冬期集中学習】スタート 

↓      

中1・2 １2月23日(土)「全県模試」を姥子山校で実施 

中3   １2月2４日(日)「全県模試」を指定会場で実施 
※全県模試の結果は、約1ヶ月後に当塾に届きます。 
届き次第連絡をしますので、取りにお越し下さい。 

  ↓ 

１月8日(月)中学１・２年生【冬期集中学習】終了 
※【冬期集中学習】の学習カルテは、ご自宅へ送付させて頂きます。 

   ↓ 

１月1３日(土)中学3年生【冬期集中学習】終了 
 

☆通常授業の無料体験をご希望の方は、ご連絡下さい。 

 （中３の無料体験は行いません。） 

（通常授業は、12月25日(月)～1月5日(金)まで休みです。） 

※ご不明な点がありましたら、本部までお問合せ下さい。 

本部   0120-37-6733    
受付時間 平日(月～金) 13時～20時 

                        祝日 13時～18時 
年末年始休業は12月28日(木)～1月5日(金)です。 

【冬期集中学習】後に入塾された方へ特典 

①受講教科テキストプレゼント 
 
②図書カード プレゼント 

１月１０(水)日までに体験の申し込みをされた先着10名限定 

 


